
資料２-１ 

ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた計画書（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けて 

 

 

学習場面に応じたＩＣＴ活用 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

・学習活動の一層の充実 

・主体的・対話的で深い学び 

 の視点からの授業改善 

× ＝ 

これまでの 

教育実践の 

蓄積 
ＩＣＴ 

導入端末、ソフトウェア等 

教員、児童生徒へ１人１台 

・WindowsＯＳ端末導入 

・端末付帯ソフトウェア 

・ＡＩオンラインドリル 

・各教室大型提示装置導入 

ＩＣＴ活用指導能力の向上について 

①教員研修…操作研修、活用方法研修 

 教員のＩＣＴ活用スキルの向上を目指す 

②外部人材の活用…ＩＣＴ支援員等の配置 

 機器の操作支援、授業で効果的なＩＣＴ活用の実現を目指す 

③情報主任会の活用…校内研修、端末管理・運用 

 活用事例の共有と校内研修の充実を目指す 

④関係機関との連携…県立総合教育センターやものつくり大学等との連携 

 活用方法の助言を受け、授業力向上や研修体制の充実を目指す 

一斉学習 個別学習 

協働学習 

家庭学習 
想定している持ち帰り時の学習内容 

・動画コンテンツの視聴 

・課題の配布 

・デジタルコンテンツによるドリル学習 

・オンラインによる朝の会、授業 

デジタル教材の活用 

・学習支援システム、アプリ 

・デジタル教科書（指導者、児童生徒） 

令和３年２月末全校へ導入を完了し、

３月より活用可能 

令和３年度、全クラスにおいて一斉学習、個別学習への活用の定着を目指す 

令和４年度、全クラスにおいて協働学習への活用の定着を目指す 

令和３年２月より適宜実施 

操作研修は導入時、全校実施 


